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2ふくさき議会だより　第148号 

9月定例会  

平成29年度各会計決算を認定 平成29年度各会計決算を認定 平成29年度各会計決算を認定 
　9月定例会は9月7日に招集され、28日まで
の22日間の会期で開きました。今定例会では、
もちむぎ食品センター決算報告についてなど
の報告2件、および、平成29年度一般会計、各
特別会計、各企業会計決算認定についてなど
の議案16件が上程されました。 

　決算認定は、議長と議会選出監査委員を除
く全議員を委員とする決算審査特別委員会を
設置し、4日間にわたり、税金の収納状況や
予算執行にあたっての問題点、今後の町政に
生かすべき課題などについて、現地調査を含
め、慎重に審議を行いました。 

平成29年度一般会計決算の特徴 

歳 入（前年度比） 

歳 出（主な支出） 

町民税個人所得割 

法人町民税の法人税割 

固定資産税 

30,512,957円の増 

5,084,700円の増 

39,118,668円の増
 

町税全体 

普通交付税及び 
　臨時財政対策債 

68,825,397円の増 

13,794,000円の減 

福崎駅周辺整備事業 

イマ谷池の下流水路 
整備工事 

役場 空調設備等 
改修工事 

図書館 自習室 
整備 

 
観光用妖怪ベンチ 

防災備蓄倉庫 
整備工事 

スポーツ公園テニスコート 
人工芝改修工事 
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9月定例会  

平成29年度 一般会計・特別会計決算状況 

平成29年度 公営企業会計決算状況 

　※繰越額…平成29年度に事業実施されなかったため、翌年度に実施することになった額。 

項　目 

 

会　計 

一 般 会 計  

国民健康保険  

後期高齢者医療 

介 護 保 険  

計 

 

 
歳入（Ａ）

 

8,463,047,838 

2,282,753,097 

250,969,603 

1,638,906,331 

12,635,676,869

 

 
歳出（Ｂ）

 

8,191,707,878 

2,246,251,379 

246,719,286 

1,619,633,144 

12,304,311,687

 

 
繰越額（Ｃ）

 

56,228,000 

0 

0 

0 

56,228,000

 

実質収支 

（Ａ－Ｂ－Ｃ） 

215,111,960 

36,501,718 

4,250,317 

19,273,187 

275,137,182

決 算 額 

一般会計 
歳出総額 

8,191,707,878円 

一般会計 
歳入総額 

8,463,047,838円 

一般会計  

（単位：円） 

 
営業収益 
営業費用 

営業損益 
営業外収益 
営業外費用 

経常損益 
特別利益 

当年度純損益 
前年度繰越利益剰余金 
当年度未処分利益剰余金 

水道事業 
307,235,769 
373,900,980 

△　66,665,211 
114,852,758 
　13,974,911 

34,212,636 
　　　　　　0 

34,212,636 
　79,157,552 
113,370,188

工業用水道事業 
32,252,409 
40,351,765 

△　8,099,356 
13,082,461 
　1,565,508 

3,417,597 
　　　　　 0 

3,417,597 
25,913,716 
29,331,313

下水道事業 
334,060,227 
815,267,644 

△　481,207,417 
697,230,194 
187,449,184 

28,573,593 
　24,000,000 

52,573,593 
△　47,490,785 

5,082,808

（単位：円） 
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個
人
町
民
税
の
納
税
義
務
者

数
が
増
加
し
た
と
あ
る
が
、
ど

れ
く
ら
い
増
え
た
の
か
。
 

税
務
課
長
　
 

　
平
成
27
年
度
は
9
1
9
5
人
、

平
成
28
年
度
は
9
3
3
7
人
、

平
成
29
年
度
は
9
4
4
5
人

（
各
年
度
当
初
賦
課
）
と
い
う

よ
う
に
、
近
年
着
実
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
 

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
9
月
11
日
か
ら
9
月
14
日
ま
で

の
4
日
間
開
催
さ
れ
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
各
会
計
と

も
原
案
ど
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
の
中
で
出
さ
れ
た
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
役
場
の
非
常
用
発
電
装
置
の

能
力
は
。
 

総
務
課
長
 

　
1
時
間
当
た
り
1
2
0
キ
ロ

ワ
ッ
ト
で
、
3
日
間
の
発
電
が

可
能
で
す
。
庁
舎
の
電
気
使
用

量
が
1
時
間
当
た
り
60
キ
ロ
ワ

ッ
ト
程
度
で
す
の
で
、
通
常
業

務
に
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
 　

農
業
の
担
い
手
育
成
、
営
農

組
織
へ
の
農
地
集
積
状
況
は
。
 

農
林
振
興
課
長
 

　
集
落
営
農
は
現
在
20
団
体
あ

り
、
そ
の
う
ち
6
団
体
が
法
人

化
し
て
い
ま
す
。
担
い
手
へ
の

集
積
は
、
農
振
農
用
地
7
0
0

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
約
1
5
0

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
全
体
の
集
積
率

は
約
21
％
で
す
。
国
は
平
成
35

年
度
ま
で
に
80
％
、
兵
庫
県
は

平
成
37
年
度
ま
で
に
66
％
を
目

標
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
達
成

は
難
し
い
状
況
で
す
。
 

委
員
長
　
　
三
輪
一
朝 

副
委
員
長
　
　
山
口
　
純 

��
��
��
��
��
��
��
��

QQ
QQ
QQ
QQ
QQ
QQ
QQ
QQ
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��
��
��
��
��
��
��
決
算
審
査
特
別
委
員
会 

納
税
義
務
者
 

非
常
用
発
電
 

　
損
傷
が
激
し
い
町
道
の
補
修

は
。
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
1
・
2
級
の
幹
線
町
道
の
舗

装
は
か
な
り
の
財
源
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
国
庫
補
助
を
要
望

し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
採

択
さ
れ
な
い
た
め
、
損
傷
の
激

し
い
と
こ
ろ
は
部
分
的
に
補
修

を
し
て
い
ま
す
。
3
・
4
級
町

道
は
集
落
の
負
担
も
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
要
望
に
基
づ
い
て

舗
装
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

災
害
等
で
損
傷
し
た
部
分
に
つ

い
て
は
緊
急
的
に
修
繕
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

町
道
の
補
修
 

　
災
害
な
ど
で
水
道
の
送
水
が

止
ま
っ
た
場
合
、
各
配
水
池
の

総
貯
水
量
で
ど
れ
く
ら
い
も
つ

の
か
。
 

上
下
水
道
事
業
管
理
者
 

　
各
配
水
池
の
貯
水
能
力
は
合

計
約
1
万
ト
ン
で
す
。
1
日
の

使
用
水
量
が
約
7
千
ト
ン
で
す

の
で
、
総
貯
水
能
力
は
1
日
分

程
度
で
す
。
 

水
　
道
 

農
　
業
 

不
登
校
対
策
 

が
ん
検
診
 

町
　
債
 

　
町
債
に
つ
い
て
、
借
入
先
が

同
じ
で
あ
る
の
に
利
率
が
異
な

る
理
由
は
。
 

企
画
財
政
課
長
 

　
借
り
る
期
間
が
長
け
れ
ば
長

い
ほ
ど
利
率
は
高
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
借
り
る
時
期
に
よ
っ
て

利
率
が
異
な
る
時
期
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。
 

　
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
出
て
い
 

る
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診
率

が
12
・
1
％
と
低
い
。
対
応
策

は
。
 

健
康
福
祉
課
長
 

　
平
成
29
年
度
は
21
歳
の
女
性

を
対
象
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
し
ま
し
た
。
未
受
診
者
に

対
し
て
は
個
別
に
受
診
勧
奨
を

行
う
な
ど
、
十
分
に
周
知
を
図

っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
現

状
と
し
て
は
受
診
率
が
低
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
姫
路
市
な
ど

の
医
療
機
関
で
個
別
検
診
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
を
整
え

て
い
く
必
要
は
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

　
不
登
校
の
実
態
と
実
際
の
対

応
、
そ
の
成
果
は
。
 

教
育
長
 

　
平
成
29
年
度
時
点
の
不
登
校

生
は
、
小
学
生
が
3
名
、
中
学

生
が
17
名
で
す
。
学
級
担
任
が

中
心
と
な
り
、
家
庭
訪
問
、
教

育
相
談
等
を
実
施
し
、
学
校
復

帰
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
中
学

校
で
は
福
崎
東
中
学
校
に
不
登

校
指
導
員
を
配
置
し
、
子
ど
も

の
悩
み
相
談
や
勉
強
な
ど
の
指

導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
を
配
置
し
、
保
護
者
を
中
心

に
、
子
ど
も
の
福
祉
の
面
か
ら

支
援
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

月
に
1
回
、
親
の
会
を
開
催
し
、

悩
み
の
あ
る
保
護
者
の
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
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㈱
も
ち
む
ぎ
食
品
セ
ン
タ
ー
決
算
状
況
報
告
 

教
育
委
員
会
委
員
 

 
井
奥
智
子
氏
の
選
任
に
同
意
 

平
成
30
年
度
福
崎
町
一
般
会
計
補
正
予
算
 

教育委員は、首長が議会の同意を

得て任命します。非常勤で、任期

は4年です。月1～2回の定例会な

どで教育行政の重要事項や基本方

針を合議制で決定します。 

豆 識 知 債務負担行為とは 
通常、予算は単一年度で完結するのが原則ですが、事業が単

年度で終了せずに後の年度にも支出しなければならない場合、

あらかじめ後の年度の負担を約束することを定めておく予算

措置のことです。 

工業団地区域拡張検討等業務委託料 

町営住宅駅前団地建替工事費 

全国消防操法大会出場等補助金 

学校施設改修工事費（高岡小学校体育館） 

町民第1グランド施設改修工事費 

新町大井堰災害復旧費（設計委託料・工事費） 

 

1 1 0 0 万円  

△ 3 億 7 4 6 0 万円  

8 2 5 万円  

2 5 0 万円  

4 2 5 0 万円  

6 9 0 0 万円  

補正予算の主な内容 

　
取
締
役
会
は
年
何
回
開
催
し
、

ど
の
よ
う
な
協
議
が
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。
 

地
域
振
興
課
長
　
 

　
四
半
期
ご
と
に
年
4
回
開
催

し
て
い
ま
す
。
契
約
事
項
や
経

営
に
対
す
る
様
々
な
項
目
等
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。
 

 　
取
締
役
会
の
議
事
録
は
公
開

さ
れ
て
い
な
い
の
か
。
 

地
域
振
興
課
長
 

　
協
議
内
容
に
は
経
営
に
関
す

る
機
密
事
項
も
含
ま
れ
て
お
り
、

全
て
を
公
開
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
経
営
の
方
向
性
に
つ

い
て
は
、
所
管
の
委
員
会
な
ど

で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
可
能
で
す
。
 

 　
期
中
に
土
日
祝
日
の
営
業
時

間
の
変
更
が
あ
っ
た
が
、
売
上

の
減
少
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の

か
。
 

地
域
振
興
課
長
 

　
営
業
時
間
の
減
少
に
よ
り
、

売
上
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
を
上
回
る
費
用
削

減
効
果
が
あ
り
、
今
期
の
利
益

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
 

教育委員会委員とは 豆 
識 

知 

住
 
所
 

　
福
崎
町
南
田
原
 

 任
 
期
 

　
平
成
30
年
10
月
1
日
か
ら

　
4
年
間
 

売上高 
売上総利益 
営業利益 
経常利益 
税引前当期純利益 
当期純利益 

1 8 2 , 7 9 0 , 4 1 9  
8 3 , 4 5 3 , 4 9 9  
2 4 , 8 7 5 , 8 6 3  
2 6 , 3 5 4 , 6 7 3  
2 6 , 3 5 4 , 6 7 3  
1 8 , 6 0 0 , 9 2 3

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

5
6
7
0
万
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
89
億
5
 

7
3
0
万
円
と
し
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
町
営
住
宅
駅
前
団
地
を
平
成
31

年
度
ま
で
の
2
カ
年
で
建
て
替
え
る
予
定
と
し
た
た
め
、
同

事
業
が
債
務
負
担
行
為
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

第29期㈱もちむぎ食品センター決算状況 
（平成29年4月1日～平成30年3月31日） 

（単位：円） 

債務負担行為 
　町営住宅駅前団地建替事業　3億 8 1 0 0 万円  
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注1　「〇」は出席です。 
注2　委員会の出欠については所属する委員のみ表示しており、「－」の議員は出席の必要はありません。 
注3　高井議長は、総務文教常任委員会以外の委員会にはオブザーバーとして出席します。 
 

本会議1日目（9月7日） 
ごみ処理計画検討特別委員会（9月7日） 
本会議2日目（9月10日） 
決算審査特別委員会1日目（9月11日） 
決算審査特別委員会2日目（9月12日） 
決算審査特別委員会3日目（9月13日） 
決算審査特別委員会4日目（9月14日） 
総務文教常任委員会（9月18日） 
民生まちづくり常任委員会（9月19日） 
福崎駅周辺整備対策特別委員会（9月20日） 
本会議3日目（9月26日） 
本会議4日目（9月27日） 
本会議5日目（9月28日） 

高
井
國
年
 

城
谷
英
之
 

石
野
光
市
 

小
林
　
博
 

冨
田
昭
市
 

牛
尾
雅
一
 

山
口
　
純
 

木
村
い
づ
み
 

河
嶋
重
一
郎
 

前
川
裕
量
 

北
山
孝
彦
 

三
輪
一
朝
 

柴
田
幹
夫
 

松
岡
秀
人
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

○ 
○ 
○ 
－ 
－ 
－ 
－ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 

○ 
○ 
○ 
○ 
－ 
－ 
－ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

議席番号・議員名 

会 議 名  

出
席
の
状
況
 

＊定例会の出席状況＊ 

注1　「〇」は出席、「遅」は遅着です 
注2　高井議長は、オブザーバーとして出席します。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

遅 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

○ 

遅 

○ 

○ 

－ 

○ 

○ 

○ 

○ 

－ 

委員名 

開催日 

＊議会広報常任委員会＊ 
石
野
光
市
 

柴
田
幹
夫
 

北
山
孝
彦
 

木
村
い
づ
み
 

松
岡
秀
人
 

三
輪
一
朝
 

　9　月28日 

10月 3 日 

10月18日 

10月23日 

10月25日 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

委員名 

開催日 

＊議会運営委員会＊ 
河
嶋
重
一
郎
 

山
口
　
純
 

牛
尾
雅
一
 

小
林
　
博
 

冨
田
昭
市
 

前
川
裕
量
 

 8 月31日 

10月 5 日 

　審査に付された各会計決算書等は、計数は
正確であると認められました。なお、事務処
理は、その一部については定期監査等で指摘
しておりますが、おおむね良好であると認め
ました。 
　健全化判断比率は、いずれも基準値を下回
っており、おおむね良好であるといえます。
しかし、中長期的には取り組むべき様々な課
題が山積していることから、今後も適切な財
政運営が求められます。 

監査委員の審査意見（要旨） 〈監査委員〉　鳥 岡 照 義 
　　　　　　　松 岡 秀 人 

 

区　分 

実質赤字比率 

連結実質赤字比率 

実質公債費比率 

将来負担比率 

 

 

－ 

－ 

　11.5 

137.6

 

 

　14.83 

　19.83 

　25.0 

350.0

 

 

20.0 

30.0 

35.0 

－ 

健全化判断比率（％） 

平成29年度 
決算 

早期健全化 
基準 

財政再生 
基準 



9月定例会  

7 ふくさき議会だより　第148号 

 

報告第 7 号 

報告第 8 号 

議案第38号 

議案第39号 

議案第40号 

議案第41号 

議案第42号 

議案第43号 

議案第44号 

議案第45号 

議案第46号 

議案第47号 

議案第48号 

議案第49号 

議案第50号 

議案第51号 

議案第52号 

議案第53号 

 

第29期 株式会社もちむぎ食品センター決算報告 

平成29年度 健全化判断比率及び資金不足比率の報告 

教育委員会委員の任命 

平成29年度 福崎町一般会計歳入歳出決算認定 

平成29年度 福崎町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 

平成29年度 福崎町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定 

平成29年度 福崎町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 

平成29年度 福崎町水道事業会計決算認定 

平成29年度 福崎町工業用水道事業会計決算認定 

平成29年度 福崎町下水道事業会計決算認定 

福崎町環境保全に関する条例の一部を改正する条例 

福崎町避難行動要支援者名簿に関する条例の制定 

福崎町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例 

福崎町老人憩いの家の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

平成30年度 福崎町一般会計補正予算（第1号） 

平成30年度 福崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号） 

平成30年度 福崎町介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 

福崎町道路線の認定 

審議結果 

 

 

賛成全員  同意 

 

 

 

賛成全員  認定 

 

 

 

 

 

 

賛成全員  可決 

 

 

 

賛成全員  認定 

（町長提案分） 

第480回福崎町議会定例会提出議案と審議結果 

議案等番号 件　　　　　　名 

「報告」は質疑を 

　行いますが、 

　討論・採決は 

　ありません 
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3月定例会 3月定例会 総務文教常任委員会  

ふくさき議会だより　第148号 

 

学校施設のブロック塀を緊急点検 学校施設のブロック塀を緊急点検 学校施設のブロック塀を緊急点検 

委
員
長
　
木
村
い
づ
み
 

副
委
員
長
　
石
野
　
光
市
 

委
　
　
員
　
牛
尾
　
雅
一
 

委
　
　
員
　
城
谷
　
英
之
 

委
　
　
員
　
高
井
　
國
年
 

委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人
 

委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝
 

＊閉会中の委員会出席状況＊ 

7月24日 
8月21日 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

木
村
い
づ
み
 

石
野
光
市
 

牛
尾
雅
一
 

城
谷
英
之
 

高
井
國
年
 

松
岡
秀
人
 

三
輪
一
朝
 

委 員 名  
開 催 日  

　大阪北部地震の際にブロック塀の倒壊により
児童が死亡する事故が発生しました。 
　これを受けて、町内の認定こども園、小学校、
中学校にあるブロック塀を緊急点検しました。 
　認定こども園にはブロック塀はなく、小学
校・中学校は、全6校に12件のブロック塀が
ありますが、いずれもひびや傾き等、倒壊の恐
れのある危険なものはありませんでした。 

　福崎小学校に基準を満たしていない可能性がある
ブロック塀が3か所ありましたが、すべて基準に 
適合するよう対応を進めているとのことです。　　

 
 
○高さが地盤面から2.2ｍ以下であること。 
（2.2ｍを超えるブロック塀は違法） 
○壁の厚さは10㎝以上必要。 
（15㎝以上が望ましい） 
○高さが1.2ｍを超える塀には、3.4ｍ以内の
間隔で控え壁の設置が必要。 

　参加児童は、事前に学習会に参加し、福崎町の
概要、柳田國男先生や遠野市とのつながり等を学習
しました。 
　27日は、朝から大変暑い中でしたが、出発式が
行われ、関係者や保護者が見送る中、児童は元気に
出発しました。 

��������
��������
QQQQQQQQ
QQQQQQQQ
��������
��������遠野市との児童交流に出発 

8月27日から29日までの3日間 

注1　「〇」は出席です。 

※建築基準法におけるブロック塀の主な基準※ 

①北門の東側 ②バックネット ③北校舎の１階西側 

出発式の様子 



民生まちづくり常任委員会  

9 ふくさき議会だより　第148号 

避難行動要支援者避難支援計画 
（全体計画）策定 

避難行動要支援者避難支援計画 
（全体計画）策定 

避難行動要支援者避難支援計画 
（全体計画）策定 

委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

委
　
　
員
　
河
嶋
重
一
郎
 

委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦
 

委
　
　
員
　
小
林
　
　
博
 

委
　
　
員
　
柴
田
　
幹
夫
 

委
　
　
員
　
冨
田
　
昭
市
 

＊閉会中の委員会出席状況＊ 

7月25日 
8月22日 

注1　「〇」は出席です。 
注2　高井議長は、オブザーバーとして出席します。 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

○ 
○ 

前
川
裕
量
 

山
口
　
純
 

河
嶋
重
一
郎
 

北
山
孝
彦
 

小
林
　
博
 

柴
田
幹
夫
 

冨
田
昭
市
 

委 員 名  
開 催 日  

　避難行動要支援者避難支援計画は、9月定例会
で議決した「福崎町避難行動要支援者名簿に関す
る条例」に基づき作成した名簿をもとに、地域の
方々で日頃から要支援者の存在を共有し見守りつ
つ、行政などの手が行き届かない災害時に地域の
中で支援が行われることを目指すものです。 
　制度改正により、名簿情報が避難支援等関係者
に提供されることになります。効率的な避難支援
を実現するためには平時から名簿情報を共有する
必要がありますが、個人情報やプライバシーの保
護も重要な課題です。名簿情報の取り扱いには、
特に慎重な対応が必要です。 

 
 
○ 任意の登録制は継続しつつ、町が定めた基準
に基づき、町で名簿を作成します。 

○ 原則、本人の同意に基づいて名簿を避難支援
等関係者へ提供します。 

　※不同意の意思が明示されないときは、 （　同意があったものとして取り扱います。） 
○ 災害時には、本人の同意がなくても名簿を避
難支援等関係者へ提供することができます。 

○ 地域で個別支援計画を策定します。 
○ 名簿情報の取扱いに関する協定書を締結しま
す。 

旧制度（災害時要援護者避難支援プラン）との主な違い 

災害時の避難に 
支援を必要とする方 ①名簿提供についての 

　同意確認書の送付 

②名簿提供の同意 

③同意者の名簿の提供 
④個別支援計画作成 

⑤個別支援計画 
（写）の提出 

⑥個別の支援 

名簿を作成 

＜平常時＞ 
　声かけ、見守り 
＜災害時＞ 
　情報伝達・安否確認 
　避難誘導等 

避難行動要支援者 福 崎 町 

地　域 

避難支援者 

支援をする方 

（3人を選定） 

避難支援等関係者 

自治会、民生児童委員 

自主防災組織など 

警察署 

消防署　など 
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3月定例会 3月定例会 福崎駅周辺整備対策特別委員会  

ふくさき議会だより　第148号 

 

福崎駅周辺のにぎわい創出を 福崎駅周辺のにぎわい創出を 福崎駅周辺のにぎわい創出を 

　福崎駅周辺整備事業の進捗に伴い、まちのに

ぎわいを創出するため、福崎町と一般社団法人

ノオト、神戸新聞社で構成する「福崎町文化観

光まちづくり協議会」において、誘客促進事業

を検討しているという報告を受けました。 

　検討中の事業は次のとおりです。 

誘客促進事業として４案を検討 

　福崎駅周辺整備事業の主要工事の工程表が示

されました。交流広場の工事は平成31年度に

繰り越す見込みですが、関係者の努力もあり、

全体としては順調に事業が進んでいます。全て

の工事が安全に、計画どおりよいものができる

ことを期待しています。 

　主要工事の完成予定は次のとおりです。 

順調に進む福崎駅周辺整備事業 

委
員
長
　
小
林
　
　
博
 

副
委
員
長
　
城
谷
　
英
之
 

検討中の誘客促進事業 
主要工事の完成予定 



ごみ処理計画検討特別委員会  

11 ふくさき議会だより　第148号 

福崎町のごみ処理のゆくえは 福崎町のごみ処理のゆくえは 福崎町のごみ処理のゆくえは 

　くれさかクリーンセンターの焼却炉が

平成32年度末で稼働停止の予定である

ことを受け、その後のごみ処理をどのよ

うにしていくのかについて、報告を受け

ました。 

　今後のごみ処理は、神崎郡3町での枠

組みで行う事で協議を進めているとのこ

とです。 

ごみ処理はどうなる 

　くれさかクリーンセンターの焼却炉停止後、可燃ご

みについては、姫路市のごみ処理施設で処理してもら

うよう姫路市と協議を進めているとの報告を受けまし

た。なお、不燃ごみや粗大ごみについては、新ごみ処

理施設が稼働するまでの間、引き続きくれさかクリー

センターで処理する予定です。 

　現在とごみの出し方などが変わらず、直接持ち込み

も引き続き行えるよう検討していくとのことです。 

くれさかクリーンセンターの今後 

　神崎郡３町の新ごみ処理施設については、

施設建設用地を公募方式により、平成３０年

５月１日から平成３０年９月３０日までの期間

で募集した後、建設用地選定委員会を設置し、

検討していくとの報告を受けました。 

　建設用地選定委員会の委員構成と、新処理

場建設までのスケジュールは次のとおりです。 

新ごみ処理施設建設に向けて 

委
員
長
　
前
川
　
裕
量
 

副
委
員
長
　
山
口
　
　
純
 

識見を有する者 
　　　兵庫県立大学教授 
 
地域住民代表 
　　　各町区長会代表 
　　　各町女性代表 
 
議会代表 
　　　各町議会議員代表 
 
関係行政機関 
　　　西播磨県民局環境参事 
　　　姫路土木事務所まちづくり参事 
　　　各町副町長 

 
平成30年度 

 

平成31年度 

平成32年度～ 

　平成34年度 

平成35年度～　

　平成36年度 

平成37年度～　

　平成39年度 

 
平成40年度 

建設候補地の公募 

候補地の選定 

地元協議 

用地決定 

生活環境影響調査 

都市計画関連手続き 

 
本体工事発注手続き 

 

施設建設 

 

供用開始 

新処理場建設までのスケジュール 建設用地選定委員会の委員構成（15名） 
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3月定例会 3月定例会 一般質問  

ふくさき議会だより　第148号 

 

「一般質問」は、公の場である議会で、行政全般について町長の考え方
や町政をただし、また、議員自らも政策提言を行い、政治姿勢を明らか
にする大切な場です。質問をする議員は、町長に事前に質問内容を通告
し、議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した議員が
原稿を起こし、「議会だより」に掲載しています。 

一般質問 

①ごみ処理施設建設計画について 

②学校教育の環境整備について 

③観光振興の取り組みについて 

 

①空き家対策について 

②猟友会員減少と高齢化対策について 

③農業委員会について 

④森林環境税について 

 

①学校環境について 

②不妊治療助成について 

 

①幼児教育の無償化と本町の対応について 

②マンション、アパート、マンスリー

　アパート等の公費解体リスクの回避

　について（老朽化マンション等への対応） 

①防災・減災について 

②学校教育について 

③給食センターについて 

④総合計画について 

⑤交通安全について 
 

①予防接種の必要性について 

②社会的孤立に立ち向かう 
　効果ある高い取り組みは 

③未婚のひとり親世帯の寡婦控除 
　「みなし適用」について 

④小・中学生の登下校時の 
　荷物と健康管理について 

⑤認知症予防対策の充実について 
 

①太陽光発電所について 

②環境・防災対策について 

③上下水道事業について 

④農業施策について 

⑤教育問題について 

牛 尾 雅 一  

河嶋重一郎 

前 川 裕 量  

三 輪 一 朝  

石 野 光 市  

冨 田 昭 市  

小 林 　 博  

第480回定例会  一般質問 



13 ふくさき議会だより　第148号 

一般質問  

牛 尾 雅 一  

問
　
今
夏
は
当
町
に
お
い

て
も
最
高
気
温
38
・
8
度

を
記
録
す
る
な
ど
35
度
以

上
の
猛
暑
日
が
6
月
〜
8

月
で
51
日
あ
っ
た
。
地
球

温
暖
化
が
進
み
日
本
が
亜

熱
帯
化
し
て
い
る
と
言
わ

れ
る
今
日
、
暑
さ
に
耐
え

る
、
打
ち
勝
つ
と
い
っ
た

根
性
論
や
精
神
論
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を

最
優
先
に
考
え
、
全
小
・

中
学
校
普
通
教
室
に
エ
ア

コ
ン
の
早
期
設
置
を
求
め

る
が
。
 

 　

学
校
教
育
課
長
 

　
2
0
1
9
年
度
の
予
算

概
算
要
求
を
し
て
お
り
、

交
付
決
定
を
受
け
て
か
ら

来
年
の
夏
ま
で
の
早
期
設

置
に
向
け
国
の
動
向
を
注

視
し
要
望
し
ま
す
。
 

 問
　
今
日
の
私
た
ち
の
生

活
環
境
ま
た
気
象
状
況
を

考
え
る
と
、
夏
に
エ
ア
コ

ン
の
中
で
の
生
活
は
当
た

り
前
で
「
熱
中
症
に
な
ら

な
い
た
め
エ
ア
コ
ン
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の

広
報
が
さ
れ
る
時
代
で
あ

る
。
子
ど
も
を
持
つ
家
庭

が
安
心
し
て
学
校
に
送
り

出
せ
る
よ
う
エ
ア
コ
ン
設

置
は
町
内
全
世
帯
の
方
々

の
願
い
と
考
え
る
が
。
 

 　

町
長
 

　
安
倍
総
理
が
来
年
の
夏

ま
で
に
全
国
の
小
・
中
学

校
の
空
調
設
備
を
整
え
る

と
の
発
言
を
さ
れ
ま
し
た
。

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

財
政
面
を
考
慮
し
な
が
ら

計
画
を
立
て
て
い
き
た
い
。
 

   問
　

 

 　

地
域
振
興
課
長
 

　
ベ
ン
チ
に
座
り
、
休
憩

し
て
い
た
だ
き
、
ト
イ
レ

に
つ
い
て
は
飲
食
店
等
に

立
ち
寄
り
、
お
客
様
と
し

て
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
消
費
拡
大
に
も
繋
が
る

と
考
え
ま
す
。
 

問
　
神
崎
郡
3
町
合
同
の

ご
み
処
理
施
設
建
設
計
画

に
つ
い
て
は
日
常
生
活
や

自
然
環
境
へ
の
影
響
な
ど

住
民
の
関
心
が
高
い
。
ご

み
の
処
理
方
法
は
い
く
つ

か
方
法
が
あ
る
が
、
近
年

は
技
術
開
発
が
進
み
、
採

用
数
の
多
い「
焼
却
法
」の

他
に「
炭
化
法
」や「
亜
臨

界
法
」が
注
目
を
集
め
て

お
り
導
入
事
例
も
あ
る
。
 

特
に
亜
臨
界
法
は
環
境
面

（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
）に
関
し

て
、
コ
ス
ト
面（
設
備
費
、

維
持
管
理
費
）等
、
焼
却

法
に
比
べ
る
と
は
る
か
に

優
れ
て
い
る
と
考
え
る
が
。
 

 　

住
民
生
活
課
長
 

　
ご
み
処
理
方
法
は
ま
だ

何
も
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、

提
案
い
た
だ
い
た
方
法
も

含
め
、
環
境
面
や
経
済
性

等
を
考
え
検
討
し
ま
す
。
 

小・中学校全普通教室にエアコンの設置は 

　早期設置に向け、国の動向を注視し要望します 

観
光
振
興

観
光
振
興 

観
光
振
興 

ご
み
処
理
施
設

ご
み
処
理
施
設 

建
設
計
画

建
設
計
画 

ご
み
処
理
施
設 

建
設
計
画 

ゲストティーチャーによる絵手紙教室（八千種小学校） 

精肉店の妖怪ベンチ 
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問
　
空
き
家
の
増
加
が
深

刻
化
し
て
い
る
中
、
住
民

が
安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ

る
た
め
に
も
空
き
家
の
対

策
は
重
要
と
考
え
る
が
、

本
町
で
は
、
現
時
点
の
空

き
家
件
数
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
 

 　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
平
成
29
年
9
月
1
日
現

在
、
空
き
家
戸
数
3
2
3

戸
中
、
管
理
不
良
30
戸
、

倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
も
の

14
戸
で
す
。
 

 問
　
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る

空
き
家
の
対
策
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
 

 　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
福
崎
町
で
は
「
空
家
等

の
適
正
な
管
理
に
関
す
る

条
例
」
で
空
き
家
が
危
険

な
状
態
に
な
る
と
き
、
被

害
防
止
の
た
め
の
応
急
措

置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

 問
　
空
き
家
を
解
体
し
、
 

更
地
に
す
る
と
固
定
資
産

税
が
高
く
な
る
と
聞
く
が
、

市
街
化
区
域
で
も
調
整
区

域
で
も
同
じ
こ
と
な
の
か
。
 

 　

税
務
課
長
 

　
空
き
家
で
あ
っ
て
も
、

以
前
の
用
途
が
住
宅
で
あ

っ
た
も
の
は
、
そ
の
土
地

に
係
る
固
定
資
産
税
に
は

住
宅
用
地
特
例
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
住
宅
用
地
特
例

と
は
2
0
0
㎡
の
敷
地
面

積
ま
で
は
土
地
の
課
税
標

準
額
を
評
価
額
の
1/6
に
、

2
0
0
㎡
を
超
え
る
部
分

は
評
価
額
の
1/3
に
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
建
物
を

除
却
し
て
更
地
に
す
る
と
、

住
宅
用
地
で
は
な
く
な
る

た
め
、
住
宅
用
地
特
例
は

適
用
さ
れ
ず
、
固
定
資
産

税
は
上
が
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
空
き
家
が
特
定
空

き
家
に
位
置
付
け
ら
れ
、

除
去
や
修
繕
な
ど
の
必
要

な
措
置
を
取
る
よ
う
勧
告

を
受
け
た
と
き
も
住
宅
用

地
特
例
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
。
市
街
化
区
域
で
あ
っ

て
も
調
整
区
域
で
あ
っ
て

も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
 

  

 問
　
新
制
度
に
移
行
後
の

成
果
は
。
 

 　

農
林
振
興
課
長
 

　
「
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
の
推
進
」
業
務
が
強

化
さ
れ
、
各
委
員
の
士
気

は
高
く
保
た
れ
て
い
ま
す
。
 

 問
　
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
と
農
業
委
員
の
役

割
分
担
は
。
 

 　

農
林
振
興
課
長
 

　
農
地
法
の
審
査
の
際
、
 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
に
は
採
決
権
が
あ
り
ま

せ
ん
。
 

 問
　
2
名
の
女
性
委
員
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
は
。
 

 　

農
林
振
興
課
長
 

　
女
性
な
ら
で
は
の
感
覚

や
、
地
元
産
の
農
産
物
を

料
理
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、
家
族
の
健
康
保
持

等
の
意
見
な
ど
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
 

    問
　
会
員
減
少
と
高
齢
化

に
よ
り
、
今
後
、
有
害
駆

除
活
動
に
支
障
が
出
か
ね

な
い
。
今
か
ら
対
策
を
。
 

 　

農
林
振
興
課
長
 

　
駆
除
活
動
を
条
件
に
、

猟
友
免
許
取
得
時
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
補
助
し

た
り
、
農
業
委
員
や
農
会

長
研
修
で
の
県
森
林
動
物

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
に

よ
る
講
義
、
集
団
ぐ
る
み

で
の
活
動
が
有
効
で
あ
る

こ
と
の
勉
強
等
、
今
後
も

こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
定

し
ま
す
。
 

 

   問
　
ど
の
よ
う
な
税
金
で
、

誰
が
ど
れ
く
ら
い
納
め
る

の
か
。
 

 　

農
林
振
興
課
長
 

　
国
税
で
、
国
民
皆
で
森

林
を
支
え
る
仕
組
み
と
し

て
、
市
町
村
が
個
人
住
民

税
均
等
割
と
併
せ
て
年
額
 

1
0
0
0
円
を
、
平
成
36 

年
度
よ
り
賦
課
徴
収
し
ま

す
。
 

河 嶋 重一郎 

農
地
付
空
き
家
対
策
は
 

　
農
地
取
得
の
下
限
面
積
　
引
き
下
げ
を
検
討
し
ま
す
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問
　
不
妊
治
療
を
受
け
て

い
る
方
が
増
え
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
不
妊
治
療
に
関

し
て
は
他
人
に
言
い
に
く

い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
部
分

が
多
く
あ
る
。
ぜ
ひ
と
も

不
妊
治
療
費
の
全
額
補
助

を
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

治
療
者
同
士
に
よ
る
相
談

や
意
見
交
換
で
き
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
の
よ
う

な
も
の
を
開
い
て
は
ど
う

か
。
現
在
、
大
き
な
問
題

と
し
て
少
子
高
齢
化
、
人

口
減
少
が
あ
る
。
 

 　

健
康
福
祉
課
長
 

　
全
額
補
助
に
関
し
て
は
、

財
源
や
公
平
性
の
観
点
か

ら
現
状
で
は
全
額
補
助
は

困
難
と
考
え
ま
す
。
非
常

に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
内
容
で

あ
る
た
め
、
意
見
交
換
の

場
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
も
含

め
、
慎
重
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
 

   問
　
中
学
校
の
部
活
動
は

運
動
部
が
大
半
で
あ
り
文

化
部
が
非
常
に
少
な
い
が
、

福
崎
町
は
「
文
化
の
誇
り

高
ら
か
に
」
と
福
崎
町
歌

に
も
あ
る
よ
う
に
、
文
化

を
大
切
に
し
て
い
る
町
と

し
て
、
文
化
部
も
推
奨
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
文
化

部
の
み
な
ら
ず
運
動
部
も

含
め
、
部
活
動
を
新
た
に

増
や
す
の
が
難
し
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
生
徒
た
ち

の
求
め
る
部
活
動
を
追
加

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。
 

 　

教
育
長
 

　
学
校
は
、
生
徒
の
総
人

数
、
生
徒
の
希
望
者
数
、
 

学
校
の
施
設
用
具
や
場
所
、
 指

導
者
等
を
総
合
的
に
判

断
し
て
決
め
て
い
ま
す
。

両
中
学
校
と
も
最
大
限
の

こ
と
を
や
っ
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
学

校
側
の
受
け
入
れ
条
件
が

整
え
ば
、
新
し
い
部
の
創

設
は
不
可
能
で
は
な
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
学
校
が

決
め
る
こ
と
で
す
か
ら
、

諸
条
件
を
考
え
て
、
学
校

の
結
論
を
尊
重
し
ま
す
。
 

  

  問
　
全
国
で
も
教
職
員
の

残
業
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
当
町
に
お
い

て
業
務
改
善
の
取
り
組
み

は
さ
れ
て
い
る
か
。
そ
こ

で
、
当
町
に
お
い
て
、
部

活
動
指
導
員
制
度
を
取
り

入
れ
て
は
。
そ
の
た
め
の

部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
を
検
討
し
て
は
。
 

　

教
育
長
 

　
活
動
推
進
員
制
度
に
つ

い
て
も
教
育
委
員
会
で
い

ろ
い
ろ
議
論
し
ま
し
た
が
、

確
か
に
世
の
中
は
そ
う
い

う
方
向
へ
向
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
福

崎
町
の
現
状
を
見
た
と
き

に
、
学
校
現
場
の
声
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
も
う
2

〜
3
年
先
に
と
い
う
結
論

に
達
し
ま
し
た
。
 

不妊治療費を全額負担しては 

　財源や公平性の観点から全額補助は困難 

中
学
校
部
活
動

中
学
校
部
活
動 

中
学
校
部
活
動 

教
職
員
の
残
業
問
題

教
職
員
の
残
業
問
題 

教
職
員
の
残
業
問
題 
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問
　
本
年
、
6
月
15
日
に

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
（
骨
太
の
方

針
）
2
0
1
8
」
で
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
幼
児
教
育

無
償
化
」
は
、
3
歳
児
か

ら
5
歳
児
ま
で
、
所
得
に

関
係
な
く
無
償
化
と
さ
れ
、

1
年
後
の
2
0
1
9
年
10

月
か
ら
施
行
す
る
と
さ
れ

て
い
る
。
 

　
本
町
で
は
、
町
立
・
私

立
の
3
歳
児
〜
5
歳
児
の

大
半
が
入
園
し
て
い
る
こ

と
か
ら
受
入
数
は
大
幅
に

増
加
し
な
い
が
、
姫
路
市

で
は
住
民
基
本
台
帳
の
3

歳
〜
5
歳
人
口
よ
り
も
入

園
者
数
が
少
な
い
た
め
、
 

「
幼
児
教
育
無
償
化
」
に

よ
り
増
加
が
見
込
ま
れ
る

入
園
希
望
者
数
を
受
け
入

れ
で
き
ず
、
本
町
へ
の
入

園
申
し
込
み
が
増
加
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

　
本
町
の
「
町
立
認
定
こ

ど
も
園
運
営
規
程
」
第
3

条
で
は
、
入
園
者
を
決
定

す
る
基
準
に
「
住
所
地
」

が
あ
る
。
 

　
新
た
に
他
自
治
体
が
幼

児
の
受
け
入
れ
拡
大
を
行

う
よ
う
、
本
町
に
要
求
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
福
崎
町
内
在
住
者
が
町

内
施
設
へ
の
入
園
を
希
望

し
た
場
合
は
全
員
入
園
で

き
る
の
か
。
 

 　

学
校
教
育
課
長
 

　
本
町
住
民
の
入
園
希
望

者
数
か
ら
、
な
お
定
員
に

空
き
が
生
じ
る
場
合
に
定

員
数
ま
で
他
市
町
住
民
希

望
者
を
受
け
入
れ
る
に
と

ど
ま
る
た
め
、
本
町
幼
児

園
の
定
員
以
内
の
利
用
申

込
み
数
で
あ
れ
ば
、
本
町

の
入
園
希
望
者
は
全
員
入

園
で
き
ま
す
。
 

 問
　
本
町
で
は
、
非
正
規

雇
用
保
育
士
は
採
用
予
定

数
に
届
い
て
い
な
い
年
度

も
あ
る
上
に
、
「
幼
児
教

育
無
償
化
」
に
よ
る
保
育

士
の
「
確
保
合
戦
」
に
よ

り
、
一
層
、
保
育
士
確
保

が
困
難
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
 

　
本
町
は
保
育
士
確
保
へ

の
有
効
な
施
策
は
あ
る
の

か
。
 

 　

学
校
教
育
課
長
 

　
保
育
士
確
保
の
た
め
に

一
時
的
に
賃
金
を
上
積
み

す
る
な
ど
の
対
応
は
予
定

し
て
い
ま
せ
ん
。
 

　
本
年
度
に
予
定
し
て
い

る
子
育
て
世
代
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
今
後
の
需
要
を

把
握
し
、
多
く
の
方
が
保

育
士
採
用
試
験
に
応
募
い

た
だ
け
る
よ
う
検
討
を
重

ね
ま
す
。
 

 問
　
国
は
幼
児
の
人
数
に

対
し
て
必
要
な
保
育
士
の

人
数
を
定
め
て
い
る
。
 

　
多
く
の
自
治
体
で
は
国

基
準
よ
り
も
手
厚
い
保
育

士
の
人
数
配
置
と
し
て
い

る
が
、
政
府
は
国
基
準
ま

で
緩
和
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
る
子
ど
も
を
増
や
す
こ

と
を
求
め
て
い
る
。
 

　
国
基
準
並
み
に
引
き
下

げ
れ
ば
保
育
士
一
人
当
た

り
の
受
入
定
員
増
と
な
り

保
育
の
質
が
低
下
す
る
こ

と
等
か
ら
、
多
く
の
自
治

体
や
保
育
現
場
で
は
否
定

的
な
声
が
根
強
い
。
 

　
本
町
で
は
、
採
用
を
予

定
し
て
い
る
保
育
士
数
に

満
た
な
い
場
合
、
国
基
準

並
み
に
緩
和
す
る
こ
と
は

想
定
し
て
い
る
の
か
。
 

　

学
校
教
育
課
長
 

　
保
育
の
質
の
低
下
は
避

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
町
の
保
育
士
の
配
置
基

準
は
長
い
経
験
か
ら
培
っ

て
き
た
も
の
で
、
基
本
的

に
変
更
を
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。
 

　
月
単
位
の
入
園
児
数
の

増
減
で
、
一
時
的
に
国
の

保
育
士
配
置
基
準
を
実
施

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
 

　
し
か
し
、
保
育
士
配
置

基
準
の
運
用
に
あ
た
っ
て

は
、
園
児
の
状
況
を
勘
案

し
、
事
務
的
な
判
断
と
な

ら
な
い
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
 

幼
児
教
育
無
償
化
が
開
始
さ
れ
て
も
、
 

本
町
在
住
の
希
望
者
は
全
員
入
園
で
き
る
の
か
 

　
本
町
幼
児
園
の
定
員
以
内
の
利
用
申
込
み
数
で
あ
れ
ば
全
員
入
園
で
き
ま
す
 

三 輪 一 朝  

閣議決定「経済財政運営と改革の 
基本方針2018」における 
幼児教育無償化の概要 
（2019年10月開始見込） 

0歳児 

1歳児 

2歳児 

3歳児 

4歳児 

5歳児 

 
住民税非課税世帯 

無償 

 
全面無償 

（所得制限なし） 

第1子 第2子以降 
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一般質問  

石 野 光 市  

問
　
9
月
6
日
文
部
科
学

省
は
事
務
連
絡
と
し
て
全

国
の
各
教
育
委
員
会
に
「

小
中
学
生
の
通
学
の
ラ
ン

ド
セ
ル
、
カ
バ
ン
が
過
重

と
な
ら
な
い
よ
う
、
各
学

校
で
保
護
者
と
も
連
携
し
、
 

学
校
に
教
材
を
置
く
等
、

配
慮
を
講
じ
る
」
こ
と
を

要
請
し
て
い
る
。
 

　
6
月
に
衆
議
院
で
教
科

書
の
重
量
化
問
題
に
つ
い

て
質
問
主
意
書
が
提
出
さ

れ
た
。
「
40
年
前
は
小
学

3
年
の
国
語
、
算
数
、
理

科
、
社
会
の
教
科
書
の
重

量
が
計
9
9
0
ｇ
で
あ
っ

た
の
に
今
は
2
1
5
0
ｇ

と
な
っ
て
い
る
。
重
く
な

り
す
ぎ
た
教
科
書
を
是
正

す
る
た
め
、
基
準
を
設
け

る
べ
き
で
な
い
か
。
教
科

書
等
を
学
校
に
置
い
て
帰

る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
で

な
い
か
」
と
す
る
も
の
で
、
 

政
府
は
教
科
書
の
重
量
制

限
は
せ
ず
、
各
学
校
で
教

科
書
を
置
い
て
帰
る
こ
と

も
含
め
て
対
応
す
る
方
向

を
示
し
た
。
当
面
、
児
童
 

・
生
徒
の
負
担
軽
減
へ
の

対
応
は
ど
う
か
。
 

 　

学
校
教
育
課
長
 

　
す
で
に
習
字
な
ど
の
用

具
は
学
校
に
置
く
こ
と
を

認
め
て
い
ま
す
。
今
回
の

通
知
に
そ
っ
た
検
討
を
学

校
と
連
携
し
て
考
え
て
い

き
ま
す
。
 

   問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の

異
物
混
入
と
し
て
羽
虫
が

上
が
っ
て
い
る
。
給
食
セ

ン
タ
ー
建
屋
内
へ
の
羽
虫

等
の
侵
入
を
防
ぐ
機
能
強

化
は
ど
う
か
。
 

 　

学
校
教
育
課
長
 

　
エ
ア
カ
ー
テ
ン
の
風
量

増
、
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン

の
設
置
に
よ
る
開
口
部
の

縮
小
と
開
口
時
間
の
減
を

図
り
機
能
充
実
に
努
め
ま

す
。
 

   問
　
兵
庫
県
は
7
月
23
日
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

に
基
づ
く
安
全
点
検
を
行

い
危
険
性
が
確
認
さ
れ
た

場
合
に
は
、
付
近
通
行
者

へ
の
注
意
表
示
、
及
び
補

修
、
撤
去
を
よ
び
か
け
て

い
る
。
さ
ら
に
県
は
新
た

に
制
度
を
設
け
、
既
設
の

道
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
内
、
市
町
が
危
険
と

判
断
し
た
も
の
に
つ
き
個

人
住
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

撤
去
費
用
の
2/3
、
上
限
20

万
円
を
助
成
す
る
制
度
の

創
設
を
発
表
し
、
各
市
町

に
こ
の
制
度
の
活
用
を
呼

び
か
け
て
い
る
。
町
の
考

え
方
は
ど
う
か
。
 

 　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
県
で
は
9
月
議
会
で
補

正
予
算
の
議
決
後
、
制
度

開
始
す
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
30
年
度
の
み
の
事
業

で
町
も
1/6
の
随
伴
補
助

が
必
要
で
、
事
業
主
体
は

市
町
と
な
り
ま
す
。
ま
だ

県
か
ら
正
式
な
通
知
が
な

く
実
施
に
つ
い
て
検
討
中

で
す
。
 

問
　
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
自

転
車
は
軽
車
両
で
車
道
を

走
行
す
る
こ
と
が
い
わ
れ

て
い
る
。
自
歩
道
の
み
、

例
外
的
に
自
転
車
の
歩
道

走
行
が
認
め
ら
れ
る
が
、

当
町
で
の
設
定
状
況
は
。
 

 　

住
民
生
活
課
長
 

　
町
内
で
は
歩
道
の
ほ
と

ん
ど
が
自
転
車
通
行
可
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

ランドセル、通学カバンが重すぎる対策は 

　重い教材等は学校保管としており、さらに検討します 

給
食
セ
ン
タ
ー

給
食
セ
ン
タ
ー 

給
食
セ
ン
タ
ー 

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀 

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀 

自
転
車
の
歩
道
走
行

自
転
車
の
歩
道
走
行 

自
転
車
の
歩
道
走
行 

小学生の登校のようす（田原小学校付近） 
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一般質問  

問
　
ウ
イ
ル
ス
性
感
染
症

で
あ
る
「
風
し
ん
」
が
急

増
し
て
い
る
。
兵
庫
県
で

も
す
で
に
感
染
者
が
出
て

い
る
の
で
、
早
急
な
啓
発

活
動
を
強
化
し
な
が
ら
接

種
率
の
向
上
に
努
め
る
べ

き
だ
。
特
に
妊
婦
・
妊
娠

希
望
者
や
、
そ
の
家
族
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
る

よ
う
強
く
求
め
る
。
 

 　

健
康
福
祉
課
長
 

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
年
代

に
よ
り
一
度
も
受
け
て
い

な
い
方
も
い
ま
す
が
、
未

来
の
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た

め
に
も
積
極
的
に
助
成
制

度
を
周
知
し
て
い
き
ま
す
。
 

    問
　
周
囲
に
頼
れ
る
人
が

い
な
い
な
ど
「
社
会
的
孤

立
」
の
単
身
世
帯
の
増
加

が
目
立
つ
。
地
域
で
高
齢

者
が
気
軽
に
集
い
合
え
る

交
流
の
場
所
の
提
供
を
し
、

皆
が
元
気
で
楽
し
い
生
活

環
境
で
過
ご
せ
る
よ
う
に

で
き
な
い
か
。
 

 　

健
康
福
祉
課
長
 

　
高
齢
者
の
身
近
な
居
場

所
と
し
て
自
治
会
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

「
ふ
く
ろ
う
体
操
」
や
、

ふ
れ
あ
い
喫
茶
の
参
加
の

働
き
か
け
を
更
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
 

    問
　
家
計
が
苦
し
く
な
り

が
ち
な
未
婚
の
「
ひ
と
り

親
」
世
帯
の
負
担
を
減
ら

す
た
め
、
こ
れ
ま
で
一
部

の
地
方
自
治
体
で
は
独
自

に
実
施
し
て
き
た
が
、
今

後
は
国
の
制
度
が
変
わ
り
、

寡
婦
控
除
の
「
み
な
し
適

用
」
で
負
担
額
算
定
で
の

不
利
益
解
消
に
な
る
よ
う

だ
が
福
崎
町
の
取
り
組
み

は
。
 

 　

学
校
教
育
課
長
 

　
認
定
こ
ど
も
園
の
利
用

者
負
担
額
に
つ
い
て
は
「
 

み
な
し
適
用
」
に
し
て
進

め
て
い
ま
す
。
 

 　

健
康
福
祉
課
長
 

　
県
の
事
業
で
あ
り
ま
す

が
、
看
護
師
、
介
護
士
、

保
育
士
な
ど
の
資
格
を
取

る
人
に
は
促
進
給
付
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。
 

    問
　
「
ゆ
と
り
教
育
」
後

の
、
小
・
中
学
生
の
教
科

書
・
教
材
が
重
く
な
り
、

登
下
校
時
の
ラ
ン
ド
セ
ル

や
カ
バ
ン
の
荷
物
等
が
重

く
な
っ
て
い
る
。
登
下
校

時
に
荷
物
が
集
中
し
な
い

よ
う
に
す
る
な
ど
、
各
学

校
で
の
対
応
は
。
 

 　

学
校
教
育
課
長
 

　
現
在
、
習
字
セ
ッ
ト
等
、

重
い
も
の
に
つ
い
て
は
学

校
に
置
く
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者

に
も
持
ち
帰
り
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
 

   問
　
団
塊
の
世
代
が
す
べ

て
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
に
な
る
2
0
2
5
年
に

は
、
今
の
ま
ま
で
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
3
人
に

1
人
の
割
合
で
認
知
症
が

発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
当
町
で
は
認
知
症
支

援
方
法
の
指
針
な
ど
が
で

き
て
い
る
の
か
。
 

 　

健
康
福
祉
課
長
 

　
第
7
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
支
え
合
い
　
い
つ
ま
で

も
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
　
ふ
く
さ
き
」
に
基

づ
く
3
つ
の
基
本
方
針
、

5
つ
の
基
本
目
標
を
定
め

て
お
り
ま
す
。
 

冨 田 昭 市  

「
風
し
ん
」
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
急
げ
 

　
積
極
的
に
助
成
制
度
を
周
知
し
て
い
き
ま
す
 

社
会
的
孤
立
へ
の

社
会
的
孤
立
へ
の 

取
り
組
み

取
り
組
み 
社
会
的
孤
立
へ
の 

取
り
組
み 

未
婚
の

未
婚
の 

ひ
と
り
親
世
帯

ひ
と
り
親
世
帯 

未
婚
の 

ひ
と
り
親
世
帯 

重
す
ぎ
る

重
す
ぎ
る 

ラ
ン
ド
セ
ル

ラ
ン
ド
セ
ル 

重
す
ぎ
る 

ラ
ン
ド
セ
ル 

認
知
症
支
援

認
知
症
支
援 

認
知
症
支
援 

ウイルス性感染症に注意 

注意してほしい感染症 注意してほしい感染症 注意してほしい感染症 

2018年10月期 

要注意 

№2

№1

要注意 

RSウイルス感染症 

溶連菌感染症 

梅毒 

風しん、 
先天性風しん症候群 
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一般質問  

小 林 　 博  
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一般質問  

問
　
太
陽
光
発
電
は
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
意
義

は
あ
る
が
ト
ラ
ブ
ル
も
発

生
し
て
い
る
。
開
発
の
基

準
は
。
 

　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
町
は
1
0
0
0
㎡
、
県

は
5
0
0
0
㎡
の
開
発
基

準
が
あ
り
ま
す
。
 

問
　
西
治
の
工
事
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
 

　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
許
可
を
得
て
い
な
い
工

事
で
あ
り
、
繰
り
返
し
指

導
し
て
い
る
。
議
会
が
終

わ
れ
ば
再
度
指
導
し
ま
す
。
 

問
　
高
岡
矢
口
方
面
で
大

規
模
な
計
画
が
あ
る
と
聞

く
。
災
害
、
獣
害
、
景
観

等
の
心
配
が
あ
る
。
特
に

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
計

画
内
容
か
ら
心
配
だ
。
ど

う
対
応
す
る
の
か
。
 

　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
地
元
や
財
産
区
に
説
明

が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

町
へ
の
事
前
申
請
が
ま
だ

な
の
で
、
一
般
論
で
は
、

50
　ha
程
と
な
れ
ば
様
々
な

法
例
が
関
連
し
ま
す
。
30

年
確
率
の
降
雨
に
対
す
る

調
整
池
の
設
置
が
必
要
と

な
り
ま
す
。（
降
雨
量
が
一

時
間
に
66
・
5
㎜
）。
 

問
　
最
近
で
は
一
時
間
1
 

0
0
㎜
以
上
の
雨
が
降
る
。

大
内
川
は
も
ち
ろ
ん
、
七

種
川
の
心
配
を
す
る
。
広

範
囲
な
災
害
を
心
配
す
る

が
ど
う
か
。
 

　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
県
と
協
力
し
、
し
っ
か

り
指
導
し
ま
す
。
 

  問
　
空
き
家
対
策
で
危
険

な
状
態
の
も
の
は
ど
う
か
。

活
用
計
画
は
。
 

　

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

　
危
険
な
空
き
家
へ
の
勧

告
・
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
を

勧
め
て
い
ま
す
。
 

  問
　
公
害
防
止
協
定
に
つ

い
て
町
の
基
本
姿
勢
を
聞

く
。
福
崎
町
の
工
業
団
地

は
順
調
な
企
業
進
出
と
企

業
の
発
展
が
あ
る
。
地
域

の
雇
用
、
経
済
、
町
財
政

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
工
業
団
地
は
住

民
の
生
活
区
域
と
混
在
し

て
お
り
、
生
活
環
境
を
守

る
た
め
に
協
定
は
引
き
続

き
役
割
を
持
つ
と
思
う
が

ど
う
か
。
 

 

　

町
長
 

　
公
害
防
止
協
定
は
、
工

業
団
地
の
整
備
、
企
業
進

出
に
あ
た
り
地
域
住
民
の

健
康
と
生
活
環
境
、
工
業

団
地
内
の
環
境
を
守
る
観

点
で
締
結
し
て
い
ま
す
。
 

　

住
民
生
活
課
長
 

　
現
時
点
で
見
直
し
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
 

  問
　
国
は
水
道
の
民
営
化

・
広
域
化
を
図
っ
て
い
る
。

県
は
広
域
化
計
画
を
進
め

て
い
る
。
水
は
商
品
で
な

く
民
営
化
は
間
違
い
。
広

域
化
に
な
じ
ま
な
い
と
考

え
る
。
福
崎
町
の
方
針
は

ど
う
か
。
 

　

上
下
水
道
課
長
 

　
本
町
は
施
設
整
備
で
安

心
な
水
の
供
給
を
強
化
し

て
い
ま
す
。
積
立
金
等
を

活
用
し
今
後
の
施
設
改
良

も
で
き
ま
す
。
当
町
は
単

独
で
事
業
を
営
む
方
針
で
す
。
 

問
　
平
成
29
年
度
末
で
9

億
6
千
万
円
の
資
金
が
あ

る
。
10
年
間
は
値
上
げ
の

必
要
な
し
か
。
 

　

上
下
水
道
事
業
管
理
者
 

　
値
上
げ
し
な
い
努
力
を

し
て
い
き
た
い
。
 

  問
　
ほ
場
整
備
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。
 

　

農
林
振
興
課
長
 

　
予
算
獲
得
に
努
め
て
い

ま
す
。
水
稲
・
麦
と
と
も

に
収
益
性
の
高
い
野
菜
栽

培
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

  問
　
学
校
施
設
の
整
備
計

画
は
、
空
調
・
ト
イ
レ
を

加
速
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。
 

　

学
校
教
育
課
長
 

　
長
寿
命
化
計
画
に
組
み

込
ん
で
行
き
ま
す
。
 

空
き
家
対
策

空
き
家
対
策 

空
き
家
対
策 

公
害
防
止
協
定

公
害
防
止
協
定 

公
害
防
止
協
定 

水
道
事
業

水
道
事
業 

水
道
事
業 

農
業
施
策

農
業
施
策 

農
業
施
策 

学
校
施
設
整
備

学
校
施
設
整
備 

学
校
施
設
整
備 

この山に太陽光発電が？（高岡矢口方面） 

太陽光発電所計画と環境について 

　県と協力し指導を強めていく 



「
あ
れ
松
虫
が
鳴
い
て
い
る
チ

ン
チ
ロ
チ
ン
チ
ロ
チ
ン
チ
ロ
リ
ン
 

　
あ
れ
鈴
虫
も
鳴
き
出
し
た
…
」
 

と
、
口
ず
さ
み
な
が
ら
虫
取
り

を
し
た
子
ど
も
の
頃
を
懐
か
し

く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
 

　
さ
て
、
9
月
決
算
議
会
も
無

事
に
終
わ
り
、
ほ
っ
と
し
て
い

ま
す
。
半
月
程
前
よ
り
、
健
康

の
た
め
に
と
医
師
に
勧
め
ら
れ
、

し
ぶ
し
ぶ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始

め
ま
し
た
。
近
頃
は
美
し
い
虫

の
音
や
太
鼓
の
共
演
を
聴
き
な

が
ら
、
秋
の
風
情
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
 

　
街
灯
の
下
の
ま
っ
赤
な
彼
岸

花
の
数
々
、
月
夜
に
照
ら
さ
れ

た
ピ
ン
ク
の
コ
ス
モ
ス
な
ど
に

感
動
し
て
い
ま
す
。
 

　
さ
て
、
今
宵
は
ど
ん
な
出
会

い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

　
結
び
に
一
句
 

 

松
岡
　
秀
人
 

編
集
後
記
 

11月 
30日（金）議会運営委員会 
12月 
７日（金）本会議（議案上程） 
10日（月）本会議（質疑） 
11日（火）総務文教常任委員会 
12日（水）民生まちづくり常任委員会 
13日（木）福崎駅周辺整備対策特別委員会 
　　　　 ごみ処理計画検討特別委員会 
18日（火）本会議（一般質問） 
19日（水）本会議（一般質問） 
20日（木）本会議（討論・採決） 

※この日程は予定であり、変更となる場合があります。 

　10月19日、富山県広域消防防災センターで

第26回全国消防操法大会が行われました。 

　兵庫県代表として小型ポンプの部に出場し

た福崎町庄分団は、雷鳴がとどろく中、見事

な操法を展開し、準優勝という輝かしい成績

を収められました。 

　福崎町商工会では、株式会社肥野ストアに

委託し、10月12日から地域を限定し、移動販

売の実証実験を行っています。 

　お家の近くで見て、選んで、注文もできる

便利な移動スーパーです。ぜひご利用くださ

い。 

◆
議
会
広
報
常
任
委
員
会 

　
委
員
長
　
石
野
　
光
市 

　
副
委
員
長
　
柴
田
　
幹
夫 

　
委
　
　
員
　
北
山
　
孝
彦 

　
委
　
　
員
　
木
村
い
づ
み 

　
委
　
　
員
　
松
岡
　
秀
人 

　
委
　
　
員
　
三
輪
　
一
朝 
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11月27日（火）総務文教常任委員会 

11月28日（水）民生まちづくり常任委員

閉会中の委員会の予定 閉会中の委員会の予定 


